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２
０
２
２
年
に
発
表
し
たGender Challenges 

Faced by Fem
ale Physicians in Sw

eden: A
 

Literature Review
, 

北
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
研
究
（
18
）

51

－

65 

が
評
価
さ
れ
、
２
０
２
３
年
に
（
公
社
）

程
ヶ
谷
基
金
の
第
13
回
男
女
共
同
参
画
・
少
子
化
関

連
顕
彰
事
業
論
文
部
門
で
優
秀
賞
を
得
ま
し
た
。
論

文
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
も
医
学
界
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー

に
関
わ
る
不
快
な
職
場
文
化
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
本
論
文
は
多
く
の
医
師
団

体
か
ら
も
大
変
注
目
さ
れ
、
日
本
女
性
外
科
医
会
、

日
本
胸
部
外
科
女
性
医
師
の
会
、
日
本
心
臓
血
管
外

科
学
会
学
術
総
会
な
ど
で
招
待
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
講
演
後
に
女
性
医
師
と
交
流
す
る
機
会
が
あ
り

ま
す
が
「
目
の
前
の
霧
が
晴
れ
る
思
い
が
し
た
」
な

ど
の
声
を
多
く
貰
い
ま
す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
は
社

会
を
近
年
大
き
く
動
か
し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
誰

か
の
人
生
を
直
接
変
え
る
巨
大
な
力
を
持
っ
て
い
ま

す
。
重
責
と
周
囲
か
ら
の
高
い
期
待
に
応
え
ら
れ
る

よ
う
今
後
も
精
進
し
ま
す
。

教員の活躍

一
般
教
育
科
　
准
教
授

深
見
　
佳
代

　

私
は
今
回Ikenakahua
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
ま
し
た
。Ikenakahua
は
ハ
ワ
イ
の
大
学

と
現
地
の
カ
ヌ
ー
団
体
が
受
け
入
れ
先
と
な
り
、
ハ

ワ
イ
の
伝
統
航
海
術
や
カ
ヌ
ー
建
造
そ
し
て
ハ
ワ
イ

の
歴
史
や
文
化
が
学
べ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
三
週

間
の
間
、
ホ
テ
ル
で
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
大
学
へ

通
い
英
語
、
航
海
術
、
ま
た
実
際
海
へ
行
っ
て
海
で

の
身
の
守
り
方
を
学
ぶO

ceanT
raining

を
受
け

ま
し
た
。
授
業
も
一
つ
一

つ
が
面
白
く
て
、
時
間
が

あ
っ
と
い
う
ま
で
し
た
。

ま
た
現
地
の
学
生
と
交
流

す
る
機
会
も
あ
り
ま
し

た
。
た
だ
自
分
の
英
語
力

が
な
く
あ
ま
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
ま
せ

ん
で
し
た
…
も
っ
と
英
語

の
勉
強
を
し
て
お
け
ば
よ

か
っ
た
と
後
悔
し
ま
し

た
。
こ
の
三
週
間
は
と
て

も
楽
し
く
刺
激
的
で
、
皆

で
ひ
と
つ
の
こ
と
を
す
る

大
切
さ
、
い
ろ
ん
な
こ
と

が
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
！

　

私
は
8
月
29
日
か
ら
9
月
16
日
に
か
け
て
、
カ
ウ
ア

イ
島
で
ハ
ワ
イ
の
文
化
や
伝
統
航
海
術
を
学
ぶ
プ
ロ
グ

ラ
ム
「Ikena K

ahua

」（
ハ
ワ
イ
語
で
温
故
知
新
を

意
味
す
る
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
昨
年
ま
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
カ
ウ
ア
イ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

（
Ｋ
Ｃ
Ｃ
）
と
交
流
を
行
い
、
渡
航
出
来
た
の
は
、
５

年
ぶ
り
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
私
に
と
っ
て
1
年
生
の

頃
か
ら
の
「
念
願
の
ハ
ワ
イ
」
と
な
り
ま
し
た
。
本
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
Ｋ
Ｃ
Ｃ
で
英

語
の
講
義
や
伝
統
航
海
術
に

つ
い
て
の
講
義
を
現
地
の
学

生
と
共
に
受
講
し
た
り
、

キ
ャ
ン
パ
ス
で
3
泊
4
日
、

伝
統
航
海
カ
ヌ
ー
の
ク
ル
ー

達
と
整
備
作
業
を
行
う
キ
ャ

ン
プ
に
参
加
等
、
19
日
間
で

と
て
も
多
く
の
事
を
経
験
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、

勉
強
だ
け
で
な
く
、
人
生
に

お
い
て
大
切
な
こ
と
を
学

び
、
と
て
も
大
切
な
仲
間
、

家
族
に
出
会
う
こ
と
も
出
来

ま
し
た
。
こ
こ
に
は
書
き
き

る
こ
と
が
出
来
な
い
程
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
貴
重

な
経
験
を
ず
っ
と
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

論
文
部
門
優
秀
賞
受
賞
に
つ
い
て

商
船
学
科
機
関
コ
ー
ス
３
年

商
船
学
科
航
海
コ
ー
ス
��
年

山
本
　
愛
純

永
田
　
　
渚

Ikena Kahua
に
参
加
し
て

念
願
の
ハ
ワ
イ
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本
年
5
月
に
第
39
回
日
本
英
語
教
育
史
学
会
全
国

大
会
に
お
い
て
最
優
秀
発
表
賞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

発
表
内
容
は
「
東
京
高
等
師
範
学
校
文
科
第
三
部

卒
業
生
と
東
京
第
一
臨
時
教
員
養
成
所
英
語
科
卒
業

生
（
大
正
13
年
、
15
年
、
昭
和
2
年
、
5
年
、
6
年

卒
）
の
給
費
・
私
費
別
学
生
の
進
路
先
及
び
就
職
後

の
動
向
に
つ
い
て
」
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で

の
教
員
養
成
史
は
主
と
し
て
高
等
師
範
学
校
や
師
範

学
校
と
い
っ
た
正
規
の
機
関
に
関
す
る
も
の
は
豊
富

に
あ
り
ま
す
が
、
傍
系
の
臨
時
教
員
養
成
所
に
関
し

て
は
資
料
不
足
も
あ
り
、
あ
ま
り
発
表
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
は
こ
の
分
野
の
豊
富
な
第
一
次
資

料
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
お
か
げ
で
、
様
々

な
角
度
か
ら
分
析
・
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
の
成
果
を
こ
の
よ
う
な
形
で
認
め
て
い
た
だ

け
た
の
は
幸
運
で
し
た
。
今
後
は
さ
ら
に
精
進
を
続

け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
般
教
育
科
　
教
授

鈴
木
　
　
聡

　

学
生
会
会
長
を
し
て
お
り
ま
す
中
杤
亮
太
で
す
。

　

我
々
学
生
会
は
、
リ
ー
ダ
ー
＆
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
養
成
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
通
し
た
他
高
専
学
生
会
と
の
交
流
や
体
育
祭
・
海
学
祭
の
運
営
な

ど
、
幅
広
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

9
月
30
日
に
行
わ
れ
た
リ
ー
ダ
ー
＆
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
養
成
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
は
、
本
校
学
生
会
員
の
他
、
鈴
鹿
高
専
の
学
生
会
員
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
し
た
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
向
上
さ
せ
る
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
他
高
専
と
の
交
流
を
深

め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

6
月
14
日
に
行
わ
れ
た
体
育
祭
で
は
、
3
年
ぶ
り
に
観
客
の
応
援
が

解
禁
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
導
入
し
た
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
、
盛

況
の
う
ち
に
全
て
の
競
技
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

12
月
2
日
と
3
日
に
行
わ
れ
た
海
学
祭
で
は
、「
夢
限
の
彩
り
」
を

テ
ー
マ
に
、
初
の
2
日
間
に
渡
る
一
般
公
開
を
実
現
で
き
ま
し
た
。
模

擬
店
27
店
舗
、
ラ
イ
ブ
は
20
団
体
が
参
加
し
、
さ
ら
に
、
2
日
間
を
通

し
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
過
去
最
大
規
模
で
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
中
夜
祭
を
実
施
し
ま
し

た
。
中
夜
祭
で
は
、
海
学
祭
に
出
演
す
る
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
が
一
同
に

介
し
、
ダ
ン
サ
ー
全
員
で
、
こ
の
日
限
り
の
特
別
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
し
、
1
日
目
の
最
後
を
壮
大
に
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
人
員
で
運
営
す
る
海
学
祭
で
し
た
が
、
本
校
学
生
は
も
ち

ろ
ん
、
学
外
の
来
場
者
の
方
に
も
、
様
々
な
企
画
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
来
年
度
も
、
学
生
会
で
は
様
々
な
事

に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
期
待
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

学生会活動

情
報
機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
科
５
年

中
杤
　
亮
太

学
生
会
活
動
に
つ
い
て

学
会
発
表
賞
を
受
賞
し
て

　 　



編集後記

　令和7年4月に情報機械システム工学科は高度情報
工学コースを新設する予定です。
　⾼度情報⼯学コース（40名）は、⾼専MCC（モデ
ルコアカリキュラム）の情報⼯学を主専攻とするデジ
タル分野に秀でた⼈材を育成します。
　すでに入学している学生のみなさんにとっても、新
コースの開設は大いに影響のあることです。商船学科
の皆さんも、海事DXなどのプロジェクトで一緒に勉
強してもらう可能性も十分にあります。
　新入生はもちろん、在校生の皆さん、卒業生、近隣
の方々、教職員の皆で鳥羽商船高等専門学校の発展に
一致団結して取り組んでいきましょう。なお、設置計
画は現在構想中であり、内容に変更が生じる場合があ
ります。

「高度情報工学コース」の新設について

公開講座一覧表 R5.1～ R5.12に締結した協定一覧

講座名称

熱機関ポンポン船製作と練習船鳥羽丸見学

好きな色に光るLEDランプを作ろう♪

小型辞書の世界

星座で遊ぼう＆レーザー加工機でものづくり

プログラミング講座イチゴジャム（初級）

プログラミング講座イチゴジャム（中級）

光るアクリルスタンド作成

ビー玉スターリングエンジンをつくろう！

Iot について学ぼう♪

船を動かしてみよう

初級映像配信講座

親子海図教室

公開講座一覧公開講座一覧 サイテクランド in 鳥羽商船高専　2023公開講座一覧

　学校だより第95号を作成するにあたり、学生や教職員、そして地域の皆様方に、ご協力
いただき厚く御礼申し上げます。
　ウクライナ戦争などの不安な国際情勢がある一方で、今年は将棋の藤井八冠の偉業達成
など、明るい話題もありました。将棋の駒にもそれぞれの役割があるのと同様に、学生の
皆様のご活躍も、『適材適所』で力を発揮された日頃の努力の賜物であると感じます。
　皆様方の今後のさらなるご活躍を祈念いたします。（枦山記）

学校だより 95Vol.
独立行政法人国立高等専門学校機構
鳥羽商船高等専門学校　広報部会

▲バックナンバー三重県鳥羽市池上町1番1号　
TEL 0599-25-8000　 https://www.toba-cmt.ac.jp
バックナンバーは右のQRコードまたは本校ホームページから
ご覧ください。

令和５年12月発行

学校通信

来年も公開講座を企画予定ですので、ご興味のある方は是非ご参加
ください！

学校ホームページ Facebook Instagram YouTube

⃝鳥羽商船高等専門学校と協同海運株式会社との包括連携に関する協定
　（締結日：令和５年９月７日）

　本協定は、包括的な連携・協力のもと、各々の人的・知的資源を活用し
ながら地域の活性化と人材の育成に寄与することを⽬指すものです。
　今後、両者は、本協定に基づき、具体的な活動内容の協議を⾏い、地域
に根差した活動を連携して進めることで、地域社会の持続的な発展に貢献
してまいります。

⃝独立行政法人国立高等専門学校機構鳥羽商船高等専門学校と伊勢市と
の包括連携協定

　（締結日：令和５年９月７日）
　本協定は、包括的な連携・協力のもと、産業・教育等の分野における地
域課題に対応し、地域の活性化と人材の育成に寄与することを⽬指すもの
です。
　今後、両者は、本協定に基づき、具体的な活動内容の協議を⾏い、地域
に根差した活動を連携して進めることで、地域社会の持続的な発展に貢献
してまいります。

⃝鳥羽商船高等専門学校と株式会社ZTVとの包括連携に関する協定
　（締結日：令和５年10月２日）

　本協定は、包括的な連携・協力のもと、各々の人的・知的資源を活用し
ながら地域の活性化と人材の育成に寄与することを⽬指すものです。
　今後、両者は、本協定に基づき、具体的な活動内容の協議を⾏い、地域
に根差した活動を連携して進めることで、地域社会の持続的な発展に貢献
してまいります。


